
平成２８年１１月１日

津市総合計画策定のための
市民意識調査の結果



調査の概要

調査の目的

調査内容

対象・配布数 津市に居住する１５歳以上の男女 ７，０００人

調査期間・方法
平成２８年７月２９日（金）～８月２６日（金）
郵送による配布・回収

調査項目

有効回収数／回収率 ２，６７８／３８．３％

(※)現行の後期基本計画策定に当たり、前回（平成２４年２月）も同様な調査を実施
有効回収数／回収率 （２，９５４人／４２．２％）

①回答者の属性
②津市での暮らしについて
③市政に対する評価

津市の新たな総合計画の策定にあたって、津市への愛着度
や定住意向をはじめ、市政への評価やこれからのまちづくり
の方向などの市民意識の現状を把握し、計画策定のための
基礎資料とするために調査を実施

④これからのまちづくり
について

⑤自由意見
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回答者数：2,678

Ⓐ29.2

Ⓐ26.6
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Ⓔ8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⓐ:とても愛着を感じている Ⓑ:どちらかというと愛着を感じている

Ⓒ:どちらかというと愛着を感じていない Ⓓ:愛着を感じていない

Ⓔ:どちらともいえない

Ｈ２８年

Ｈ２４年

回答者数：2,678（Ｈ28） 2,954（Ｈ24）

調査結果の主な内容

Ｑ あなたは津市に愛着を感じていますか？

今回調査（Ｈ２８年）結果

津市への愛着度について、「とても愛着を感じている」、
「どちらかというと愛着を感じている」 と答えた人の割合

前回調査（Ｈ２４年） ７３．６％ ⇒ 今回調査（Ｈ２８年） ７９．５％ ５．９ポイント上昇

前回調査（Ｈ２４年）結果との比較



Ｑ あなたは今後も津市に住み続けたいですか？

今回調査（Ｈ２８年）結果

津市への定住意向について、「ずっと住み続けたい」、
「当面は住み続けたい」 と答えた人の割合

前回調査（Ｈ２４年）７９．０％ ⇒ 今回調査（Ｈ２８年）８７．０％ ８．０ポイント上昇

ずっと住み

続けたい

54.6％

当面は住み

続けたい

32.4％

できれば転居

したい 5.9％

すぐにでも転居

したい 0.8％

わからない

5.8％
無回答

0.6％

回答者数=2,678

Ⓐ54.6

Ⓐ48.7

Ⓑ32.4

Ⓑ30.3

Ⓒ5.9

Ⓒ7.8

Ⓓ0.8

Ⓓ1.0

Ⓔ5.8

Ⓔ6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⓐ:ずっと住み続けたい Ⓑ:当面は住み続けたい

Ⓒ:できれば転居したい Ⓓ:すぐにでも転居したい

Ⓔ:わからない(どちらともいえない)

Ｈ２８年

Ｈ２４年

回答者数：2,678（Ｈ28） 2,954（Ｈ24）

調査結果の主な内容

前回調査（Ｈ２４年）結果との比較



市政全般の満足度評価（調査した５７項目の施策）
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比較すると、市政全般に
おいて満足度が上がって

いることがうかがえる
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資源の循環的利用の推進

廃棄物等の適正な処理

環境への負荷の少ない社会の形成

環境共生社会の実現に向けた活動推進

多様な自然環境の保全

環境保全対策の推進

住環境の整備

良好な景観の形成

緑化の推進と公園緑地の整備

上水道・簡易水道の整備

生活排水対策の推進

生活道路の整備

墓地の維持管理と斎場の整備

終わりなき防災施策の強化

災害に強いまちづくりの推進

消防力の充実

交通安全対策の推進

防犯対策の推進

消費者の保護

健康づくりの推進

地域医療の推進

地域福祉の充実

高齢者福祉の充実

障がい者（児）福祉の充実

子育ち・子育て支援の推進

一人親家庭に対する福祉の充実

公的医療保険の運営

低所得者福祉の充実

幼児教育

学校教育

高等教育機関

生涯学習の推進

スポーツの振興

青少年の健全育成

文化、芸術活動の充実

歴史的資源の保全と活用

人権・平和施策の推進

総合的な産業振興の推進

農業の振興

林業の振興

水産業の振興

工業の振興

商業の振興

勤労者福祉と雇用の推進

都市機能の整備

道路ネットワークの整備

港湾・海岸の整備

公共交通の充実

情報ネットワーク化の推進

観光の振興

競艇事業の活性化

市民活動の推進

国際・国内交流と多文化共生の推進

男女共同参画の推進

ユニバーサルデザインのまちづくりの推進

市民との対話と連携の推進

総合支所と地域住民との協働
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資源の循環的利用の推進
廃棄物等の適正な処理

環境への負荷の少ない社会の形成
環境共生社会の実現に向けた活動

多様な自然環境の保全
環境保全対策の推進

市街地の整備
住環境の整備

良好な景観の形成
公園緑地の整備及び緑化の推進

上水道・簡易水道の整備
生活排水対策の推進

生活道路の整備
墓地・斎場

災害に強いまちの推進
治山・治水対策の推進

消防体制の充実
交通安全対策の推進

防犯対策の推進
消費者の保護

健康づくりの推進
地域医療体制の充実

地域福祉の充実
高齢者福祉の充実

障がい者（児）福祉の充実
児童福祉の充実

母子・父子福祉の充実
国民健康保険

低所得者福祉の充実
幼児教育
学校教育

高等教育機関
生涯学習

スポーツ振興
青少年の健全育成

文化、芸術活動の充実
歴史的資源の保全と活用
人権・平和施策の推進

産業拠点の形成
農業の振興
林業の振興

水産業の振興
工業の振興
商業の振興

勤労者福祉と雇用の推進
交流拠点の形成

道路ネットワークの整備
港湾の整備

公共交通の充実
情報ネットワーク化の推進

観光の振興
競艇事業の活性化
市民活動の促進

都市間交流、国際交流の推進
男女共同参画の推進

ユニバーサルデザインのまちづくりの推進
広聴・広報

情報公開の推進
協働のまちづくりの推進
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回答者数：2,678回答者数：2,954

表の数値は、満足度評価の回答の選択肢を
「満足」、「やや満足」、「どちらともいえない」、
「やや不満」、「不満」の５つとし、その結果を
点数化したものです。

調査結果の主な内容

満足不満満足不満



Ｑ 今後予想される社会経済情勢のもと限られた財源の中で、優先的に力
を入れてほしい分野は？取り組みを少し後に回してもやむを得ないと思う
分野は？（それぞれ３つまで）

「保健・医療」、「高齢者・障がい者福祉」、
「子育て・子育ち」 の分野が上位

「地域コミュニティ施設」、「スポーツ・ 文化」、
「商工・観光」 の分野が上位
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0% 20% 40% 60%

子育て・子育ち

教育

高齢者・障がい者福祉

保健・医療

防災・消防

環境（再生可能エネルギー、ごみのリサイクルなど）

住環境（道路・公園・公共交通など）

商工・観光

雇用

農林水産

スポーツ・文化

地域コミュニティ施設

行財政改革

その他

取り組みを少し後に回してもやむを得ないと思う分野
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保健・医療

防災・消防

環境（再生可能エネルギー、ごみのリサイクルなど）

住環境（道路・公園・公共交通など）

商工・観光

雇用

農林水産

スポーツ・文化

地域コミュニティ施設

行財政改革

その他

優先的に力を入れてほしい分野

調査結果の主な内容



○子育てしやすいまちづくりをしてほしい

○高齢者、障がい者が安心して元気に暮らせるまちづくりをしてほしい

○高齢者への外出支援、公共交通機関の利便性向上

○地震・津波対策を強化してほしい

○県庁所在地なのに活気がない

○雇用対策としての企業誘致が必要

○商店街がさびしすぎるので、元気で明るい津市にしてほしい

○他県に自慢できる特徴あるまちづくりをしてほしい

○市職員の意識改革の推進と市民目線に立ったサービスの提供など

調査結果の主な内容

自由意見



平成２８年１１月１日

平成２８年度

三重県・津市総合防災訓練



訓練会場

訓練日時

平成２８年１１月１３日 ９時～１２時 ●雨天決行
●警報発表時は中止日

訓練会場

南が丘小学校、
南が丘中学校、
津市防災物流施設ほか

平成２８年度三重県・津市総合防災訓練日時・会場

※８時～９時 育生・修成・藤水地区で津波避難訓練を実施

南が丘小学校
南が丘中学校



１１０機関 約２，１００人

参加予定機関・人数

５４機関 約１，４００人昨年度の参加機関・人数

対前年比約２倍

（内訳） 国関係 １３機関 医療関係 １３機関
県関係 １１機関 民間企業 ２６機関
市関係 １０機関 その他機関 ３７機関

※うち災害応援協定締結団体 ２６機関

平成２８年度三重県・津市総合防災訓練参加機関

対前年比約１．５倍



防災訓練を通して市民の防災意識の高揚を図るとともに、
若年層の訓練参加を得て、未来の防災指導者の育成に繋げる

訓練テーマ

訓練テーマ・実施方針

ブラインド方式の訓練を多く取り入れ、その場の状況に応じた
リーダーの判断による臨機応変な対応と各関係機関相互の連携
を強化する

防災関係機関をはじめ､自主防災組織や民間企業､ボランティ
ア､地域住民が役割分担し、相互に連携しながら、実際に災害が
起きたときを想定した訓練を実施

訓練を通じて、地域の防災意識を高め、災害対応力の向上と
災害時の被害の軽減を目指す

訓練実施方針



津波避難ビルを使用
した津波避難訓練

住民が主体となった
避難所運営訓練

救援物資物流訓練

訓練の３つの特色

訓練想定・３つの特色

特色① 特色② 特色③

平成２８年１１月１３日（日）午前８時、南海トラフを震源とする
大規模地震が発生し、津市内で最大震度７を記録、市内各所
で建物の倒壊、火災、ライフラインの寸断等、大規模な被害が
生じ、多くの負傷者が発生。また、沿岸地域には津波の到達が
予想され、大津波警報が発表されている

訓練想定



訓練内容

三重県実施部分

●広域物資搬送訓練（陸路、海路）
●航空機による緊急物資輸送訓練及び

傷病者搬送訓練
●多言語支援訓練など

関係機関との連携による実施部分

●倒壊家屋救出訓練
●多重事故からの救助訓練
●航空機・船舶による捜索救難訓練
●安否確認支援・通信手段確保支援

訓練など

津市実施部分

●津波避難訓練
●避難所運営訓練
●救援物資物流訓練
●災害対策本部設置運営訓練
●現場医療救護所訓練
●消火倒壊家屋救出訓練
●災害ボランティアセンター設置運営

訓練など

体験・啓発コーナー

●消火器体験
●ＡＥＤ取扱い体験
●煙体験
●地震体験
●住宅耐震促進啓発など

※赤色表記は、訓練特色の反映



津地域沿岸部３地区の全住民を対象とした津波避難訓練

訓練の流れ

大地震発生と同時に
防災行政無線でサイレンを吹鳴し

津波避難訓練を開始
８時００分～

事前に準備した非常持出し袋を
持参し、避難を開始

津波避難訓練を終了し、
各自で訓練を検証

防災行政無線でサイレンを吹鳴し
津波避難訓練を終了９時００分

津波避難ビルを使用した津波避難訓練❶特色①

4,092世帯
8,725人

修成地区

育生地区

4,172世帯
8,595人

藤水地区

2,572世帯
5,788人

約２３，０００人が対象
６０分以内に

津波浸水想定区域から脱出



ポイント③

津波避難訓練を実施する４つのポイント

津波避難ビルを使用した津波避難訓練❷特色①

ポイント①

ポイント②

ポイント④

交通ルールの遵守

非常持出し袋を持参
自助の観点から、非常持出し袋を準備

６０分間の津波避難訓練を各自において検証

信号を守り、横断歩道を使用するなど交通ルールを遵守

６０分以内に津波浸水想定区域から脱出、又は津波避難
ビルの３階以上に避難できたかなど訓練全般を各自で検証

戸締りの徹底（防犯対策）
在宅率の低下による空き巣などの防犯対策



修成・育生・藤水地区全ての津波避難ビルで実施

育生地区修成地区 藤水地区

●三重県立みえ夢学園
高等学校

●育生小学校
●橋南中学校
●中日新聞津橋南専売所

５カ所４カ所 ４カ所

遠くまで逃げることのできない高齢者、障がい者など、
避難行動要支援者名簿も活用した訓練を実施し検証

１３カ所

津波避難ビルを使用した津波避難訓練❸特色①

●百五銀行岩田本店棟
●修成小学校
●三重県立津工業高等

学校
●津興第１ビル

●三重県立聾学校
●パナソニック㈱エコソリュー

ションズ社津工場厚生会館

●藤水小学校
●Ｌｕｔ’ｓ（ラッツ）
●津市モーターボート競走場

http://www.bing.com/images/search?q=%e9%81%bf%e9%9b%a3%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detailv2&&id=09040056BDB124DE54710E34220F4FFF445953CB&selectedIndex=168&ccid=Ztcs62r3&simid=608036034331541798&thid=OIP.M66d72ceb6af72fdf8e9bd0fcf92f686bo0
http://www.bing.com/images/search?q=%e9%81%bf%e9%9b%a3%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detailv2&&id=09040056BDB124DE54710E34220F4FFF445953CB&selectedIndex=168&ccid=Ztcs62r3&simid=608036034331541798&thid=OIP.M66d72ceb6af72fdf8e9bd0fcf92f686bo0
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津波避難ビルを使用した津波避難訓練❹特色①

施設名称

① 百五銀行岩田本店棟

② 修成小学校

③ 三重県立津工業高等学校

④ 津興第１ビル

⑤ 三重県立みえ夢学園高等学校

⑥ 育生小学校

⑦ 橋南中学校

⑧ 中日新聞津橋南専売所

⑨ 三重県立聾学校

⑩
パナソニック㈱エコソリューションズ社
津工場厚生会館

⑪ 藤水小学校

⑫ Ｌｕｔ’ｓ（ラッツ）

⑬ 津市モーターボート競走場

対象津波避難ビル （総合防災訓練使用分）



津橋南地区防災連絡協議会による避難所運営訓練

８時地震発生

住民一斉周知

南が丘中学校 （体育館）南が丘小学校 （体育館）

●外国人避難者への対応
●避難所運営委員参集
●学校職員・市職員等による避難所

開設・避難エリア区画の準備
●各班別訓練（ブース別に実施）

●障がい者への配慮
●避難所運営委員参集
●学校職員・市職員等による避難所

開設・避難エリア区画の準備
●各班別訓練（ブース別に実施）

避難所運営訓練に
係る時期の想定

初動期から展開期
災害発生から概ね３週間程度

広域避難した自主防災組織と受け入れた自主防災組織との
役割分担等の在り方について検証

住民が主体となった避難所運営訓練特色②



津市防災物流施設

伊勢湾ヘリポート

国道２３号

南が丘
小学校

津市防災物流施設

現場のニーズに対応した支援物資の荷捌きと輸送方法及び
プッシュ型支援物資の荷捌きと配分方法について検証

救援物資物流訓練❶特色③

ＪＭＵ港湾



救援物資一時保管倉庫

ＪＭＵ港湾・伊勢湾
ヘリポートから

救援物資を搬入

南が丘小学校へ
救援物資を
搬出・搬送

救援物資物流訓練❷特色③

搬入訓練 配送訓練

搬入 搬出・搬送

荷捌き・一時保管

津市防災物流施設１階

搬入された救援物資
を荷捌きし一時保管

荷捌き訓練

南が丘
小学校

ＪＭＵ港湾・
伊勢湾

ヘリポート



南が丘小学校、南が丘中学校、育生小学校、修成小学校、藤水小学校、橋南中学校、津市自主防災協議会、津市婦人防
火推進委員会、津市ボランティア協議会、津市身障者福祉連合会、津市社会福祉協議会、津市国際交流協会、津市民防災
大学、みえ防災・減災センター、みえ災害ボランティア支援センター（みえ防災市民会議、みえＮＰＯネットワークセンター、三重
県ボランティア連絡協議会、日本青年会議所東海地区三重ブロック協議会、三重県社会福祉協議会ほか）、三重さきもり倶
楽部中勢支部、みえ防災コーディネーター津ブロック、災害ボランティアアマチュア無線津、日本アマチュア無線連盟三重県支
部、三重パラモータークラブ、三重県国際交流財団、津地方気象台、津地区医師会、久居一志地区医師会、津歯科医師会、
津薬剤師会、日本赤十字社三重県支部、三重県看護協会、三重ＤＭＡＴ（三重県立総合医療センター、三重大学医学部附
属病院、伊勢赤十字病院）、亀山市立医療センター、三重中央医療センター、三重ＤＰＡＴ（三重県立こころの医療センター）、
三重大学大学院（医学系研究科、工学研究科）、三重県立看護大学、三重県獣医師会、三重県獣医師会津支部、自衛隊三
重地方協力本部、陸上自衛隊第３３普通科連隊、陸上自衛隊航空学校、陸上自衛隊第１０飛行隊、航空自衛隊中部航空
方面司令部、航空自衛隊第４高射群第１４高射隊、航空自衛隊笠取山分屯地基地、海上自衛隊横須賀地方総監部、第四
管区海上保安本部、国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所、国土交通省中部運輸局、三重県警察本部、中部
管区警察局三重県情報通信部、三重県防災航空隊、三重県企業庁中勢水道事務所、三重県立みえ夢学園高等学校、三
重県立津工業高等学校、三重県立聾学校、三重短期大学、三重県内消防相互応援隊、三重県消防学校、三重県各部局、
ジャパンケネルクラブ、災害救助犬ネットワーク、日本レスキュー協会、津造園建設業組合、西日本電信電話三重支店、ＮＴＴ
ドコモ東海支社三重支店、ＫＤＤＩ中部総支社、ソフトバンク東海ネットワークセンター、中部電力津営業所、中部電気保安協
会、東邦瓦斯、三重県ＬＰガス協会、三重県トラック協会、東海倉庫協会、三重県水難救済会、中部小型船安全協会、ジャパ
ンマリンユナイテッド津事業所、東海総合通信局、赤帽三重県軽自動車運送協同組合、イオンリテール東海・長野カンパニー、
イオンモール、イオンディライト、コメリ災害対策センター、近畿日本鉄道津駅、日本非常食推進機構、三重県行政書士会、三
重県土地家屋調査士会津支部、三重県公共嘱託登記土地家屋調査士協会、三重県消防設備安全協会、三重県木造住宅
耐震促進協議会、三重県建築士会津支部、さくら薬局、三重県電波適正利用推進員協議会、敬愛会、天理教災害救援隊
ひのきしん隊三重教区隊、中日新聞津橋南専売所、百五銀行岩田本店、津興産業、パナソニック・エコソリューションズ社津
工場、Ｌｕｔ’ｓ（ラッツ）、草津市、津市各部局、津市消防本部、津市消防団 【敬称略、順不同】

平成２８年度三重県・津市総合防災訓練参加機関一覧



平成２８年11月1日

津ぶぞろいフェス２０１６を開催
～生産者と飲食店・施設とのマッチング（商談会）イベント～

平成２８年１１月１３日



「春告魚」の縁起物、解禁日には高値で取引

三重の伝統野菜、京料理の高級食材

栽培面積、収穫量とも県内最大

伊勢茶の故郷、高級品

県内最大の生産量で指定産地

津市産の農林水産物

市内では魅力ある農林水産物が多数、生産されている

キャベツ

小女子

梨

ずいき

茶 原木しいたけ

自然薯 タケノコ

平成２４年４月から、津市の農林水産物をもっと元気にするため
ブランド品目として推進する１３品目を選定し、「津ぶっこ」としてＰＲ

はるつげうお

花しょうぶ

いちご

あさり

杉こんにゃく



地方創生加速化交付金を活用し、
津市農林水産物生産消費循環システム構築事業を実施

予算額１３，９７５千円

生産者 飲食店・宿泊施設
給食事業者

結び付きの促進
新たな流通経路の獲得

市内産活用店の増加市内産需要の拡大

生産者とのマッチング
イベント（商談会）の開催

ホームページ
の構築

プロモーション
ビデオの制作

市内産活用店
登録推進制度の創設

さらなる津市産農林水産物の消費拡大への取組



日時 平成２８年１１月１３日（日）１４時～１６時

市内で農林水産物を生産する生産者と食事や料理を提供する
事業者や施設とのマッチング（商談会）イベント

場所 津市センターパレスホール

三重短期大学生活科学科食物栄養学専攻の学生
が津市産農林水産物を活用し、健康面、栄養面を
考慮して考案した創作料理メニューの試食

○居酒屋等飲食店（成人）向けメニュー
○保育園等（子ども）向けメニュー
○高齢者施設（高齢者）向けメニュー

津市産農林水産物の
新たな魅力と
活用方法を提案

●生産者自らによる販路拡大
●津市産の価値の発見
●津市産の魅力の発信

市内の農林水産物生産者が
自らこだわりの生産物を事業者等へ
プレゼンテーション

素材を生かした調理方法の提案と、市内の生産者と食材等活用施設や事業者等との
マッチングを行い、津市産農林水産物の消費拡大、新たな販路確立を促進

マッチング（商談会）イベント「津ぶぞろいフェス２０１６」を開催

参加予定事業者 （１０月末現在）

５５団体



津ぶっこ１３品目をはじめとする津市産農林水産物の魅力を
市内外へ発信するためのＰＲを展開

津市と津市産のイメージアップ

津市産農林水産物の直売所や活用方法をリアル
タイムに紹介

津市産農林水産物の魅力や価値をプロモーション
ビデオを通じてＰＲ

津市産農林水産物の価値の発見

ホームページ・プロモーションビデオによるＰＲ

津市農林水産物
利用促進協議会ホームページ 平成２８年１１月１日開設

津市農林水産物
プロモーションビデオ

予告編…平成２８年11月１日公開
本 編…平成２９年春公開予定

津市農林水産物利用促進協議会ＨＰ・ＹｏｕＴｕｂｅで公開

ＨＰアドレス ・・・ http://tsu-megumi.com



津市農林水産物利用促進協議会ホームページ
トップページ

プロモーションビデオページ

津の恵みの魅力（農業・林業・水産業）ページ

レシピページ



津市農林水産物プロモーションビデオ 予告編



市内向け

市外向け 津市産農林水産物活用推進店

津産津消推進店

加盟推進店の
集客力の向上

生産者の
意欲向上

津市産農林水産物
の需要拡大

津市産農林水産物活用店舗・施設の登録制度を創設

各店舗・施設の情報は 津市農林水産物利用促進協議会
ホームページ を通じて情報発信

消費者の
購買欲の喚起

今後、津産津消推進店・津市産農林水産物活用推進店を
掲載したマップやパンフレットも作成し、広くＰＲを行います



ホームページからダウンロードまたは農林水産政策課で
配布する申請書に必要事項を記入の上、直接、Ｅメール、

ファクス、郵送で同課までお願いします

お問い合わせ・活用店舗・施設の登録

津市農林水産部農林水産政策課
電話０５９－２２９－３１７２

ファクス０５９－２２９－３１６８
E-Mail 229-3171@city.tsu.mie.jp

津市産農林水産物活用店舗・施設の登録受付を
平成２８年１１月１３日（日）から開始します

お問い合わせ先

マッチング（商談会）イベント「津ぶぞろいフェス２０１６」
の参加事業者を募集しています！

飲食店・施設関係の皆さんの参加をお待ちしています



平成２８年１１月１日

津市行政経営計画
～新たな価値を生み出し続ける“創出による経営”の実現をめざして～

“ＣＲＭベストプラクティス賞”２年連続受賞!!



一般社団法人ＣＲＭ協議会が主催し、顧客中心主義経営 （※ＣＲＭ） の
実現を目指し、戦略、組織等の観点から顧客との関係を構築し、成果
を上げている企業・官公庁等を「ＣＲＭベストプラクティス賞」として、
選定・表彰。ＣＲＭ推進のモデルケース創りや人材育成として広く役立
てることを目的に平成１６年度に創設され、毎年実施されている

ＣＲＭベストプラクティス賞とは

ＣＲＭベストプラクティス賞の概要

一般社団法人ＣＲＭ協議会

※ＣＲＭ ＝ ＣＵＳＴＯＭＥＲ－ＣＥＮＴＲＩＣ ＲＥＬＡＴＩＯＮＳＨＩＰ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ

会員数

概 要 ＣＲＭのあるべき姿の研究・追求と推進を目的に、平成１２
年に設立、平成２１年１０月１日から一般社団法人として
活動し、経済産業省の支援のもと、運営されている団体

３９会員（平成２８年７月末現在、うち自治体等１０団体）



津市職員行動規範を策定し、「市民に尽くす」という職員マインドの確立を
目指した本市の取り組みが、「市民に尽くす行動規範・先行モデル」として、
２０１５ＣＲＭベストプラクティス賞を受賞

平成２７（２０１５）年

●津市職員行動規範の策定・実践を通じて確立を目指す「市民に尽くす」
職員マインドを土台として、次代の指針の一つとして「津市行政経営
計画」を策定

●市内全域での地域懇談会の継続的な実施、市民の声や意見を収集・
管理するシステムの導入など、市民の皆様との対話と連携を積み重ね、
さらなる高みを目指して継続的な取り組みを推進

津市の取組

さらなる高みを目指す本市の継続的な取り組みに対して、
顧客中心主義経営の実現に向けた実践事例として評価をいただく

ＣＲＭベストプラクティス賞連続受賞の経緯



地域連携・対話型モデル受賞モデル名

受賞理由

２０１６ＣＲＭベストプラクティス受賞の理由

●市民等と職員間で双方向に対話する活動を積み重ね、
新たな市民サービスの創出、更なる資産力の創出、新たな
投資力の創出の３つの視点で施策を推進し、約半年後の
地域懇談会で対応状況や対応結果を市民に報告するなど
の活動により、市民との信頼関係を構築している

●昨年受賞の「市民に尽くすこと」を行動規範に組み入れた
内容を進化させ、市内全域で地域懇談会を実施するととも
に、ＩＴを活用しながら市民の声や意見を収集・管理する
仕組みを構築している



受賞企業・団体名（五十音順・敬称略） 受賞モデル名

ＳＭＢＣ日興証券株式会社《継続賞》 ライフタイム資産形成層・関係強化モデル

株式会社ＳＢＩ証券 《フジサンケイビジネスアイ賞》 ありがとう徹底ＣＲＭモデル

サトーホールディングス株式会社 予知行動型ＣＲＭモデル

株式会社スカパー・カスタマーリレーションズ コンタクトセンター・一体化実現モデル

株式会社セゾン情報システムズ ＨＵＬＦＴ事業部 情報統合による顧客価値共有・モデル

全日本食品株式会社 ボランタリーチェーンＩＤ‐ＰＯＳ活用モデル

津市 地域連携・対話型モデル

株式会社ツムラ 医薬品コールセンター継続改善モデル

株式会社東急コミュニティー マンション企画戦略事業部 カスタマーセンター 区分所有者対応・一元化変革モデル

株式会社ビジョン《継続賞》 スマート＆ＩＴ活用ＣＲＭモデル

株式会社フォーラムエイト サービス体系移行・モデル

株式会社ブロードリーフ 定期コール・リレーション強化モデル

三井住友海上火災保険株式会社 コンタクトセンター企画部《大星賞》 コンタクトセンターＰＤＣＡ実現モデル

株式会社三井住友銀行 リテールマーケティング部 デジタルシフト・リテール実践モデル

ライフイズテック株式会社《ＣＲＭ奨励賞》 －

２０１６年受賞１５企業・団体名一覧



日時 平成２８年１１月１１日（金） ９時３０分～１８時１５分
会場 東京アメリカンクラブ（東京都港区麻布台２－１－２）

主催 一般社団法人ＣＲＭ協議会

後援 フジサンケイビジネスアイ（株式会社日本工業新聞社

内容

①表彰式（９時３５分～１１時２５分）
受賞１５団体への賞状・トロフィー授与

②特別講演・受賞事例発表（１３時００分～１８時１５分）
特別講演：藤枝純教氏（一般社団法人ＣＲＭ協議会会長）
受賞事例発表：津市ほか１４団体の受賞事例の発表

経営の仕組み（経営資源の活用方針） 具体的な施策（実際の行動）意識（マインド）

さらなる高みを目指して、“職員マインド”と“経営の仕組み”を土台とした
“着実な行動の展開”による「市民の幸せの実現」に取り組みます

２０１６ＣＲＭベストプラクティス賞表彰式

今後の取り組み

津市行政経営計画
津市職員行動規範

（次期）津市総合計画

（仮称）津市公共施設等総合管理計画 （次期）津市都市マスタープラン
＋

今後のスケジュール


